
　緑が丘西地区は「西八千代北部特定土地区画整理事業」で、小学校２校、中学校１校を建設予
定でした。ところが、小学校１校のみに計画が変更されてしまいました。そのため緑が丘地区を
含む緑が丘地域の中学校不足と、大規模集合住宅の建設による小学校不足の問題が露呈しました。
　八千代市は、住民の要求に押され昨年４月、「西八千代地区小中学校対策検討委員会」を立ち
上げ、同１０月の報告書において小学校を新設する方針を策定、小学校不足解決に向けて動き出
しています。
　しかし、中学校については「引き続き検討」とし、地域の子どもたちは、遠く離れた睦中学校
や高津中学校へ通い続けています。

　現時点で「西八千代北部特定土地区画整理事業」で計画されていた中学校用地は既にありませ
ん。日本共産党八千代市議団は、中学校用地が無くなってしまった経緯を調査していますが、
中学校の設置が計画されていた当時の資料ですら、市から正式に入手できない実態から、昨年
６月９月の定例議会で繰り返し、資料の提出をもとめていました。

緑が丘地域の中学校不足の解決を急げ

中学校用地はどうなったのか？

　日本共産党は、昨年６月定例会の質疑で「西八千代北部特定土地区画整理事業において、小・
中学校の設置が予定されている時期の資料」について、質問を求めました。
　八千代市教育委員会は「２００７年（平成１９年）１月に独立行政法人都市再生機構千葉中部開発
事務所による、八千代都市計画事業西八千代北部特定土地区画整理事業の土地利用計画変更に
係る関係各課説明が行われた際に配付された資料、土地利用計画変更案に学校用地があった」と
答弁しましたので、根拠となる資料の提出を求めていました。９月定例会でも繰り返し求め、つ
いに昨年末に入手することができました。
※資料（裏面）：「緑が丘西地区に中学校用地が掲載されている資料」をご参照下さい。

不明だった中学校予定地が判明（裏面に資料掲載）

　日本共産党八千代市議団では引き続き、学校用地が無くなってしまった経緯も含め、緑が丘
地域の中学校不足を解決するために、地域のみなさんとともに中学校の設置を求め、議会の内
外で全力で奮闘する決意です。
　暮らしやすい街づくりに学校は必須です。緑が丘地域への中学校設置のほか、小学校が無く
なってしまった米本団地の問題など、もっと暮らしやすい八千代市にするために引き続き頑張
ります。

暮らしやすい街づくりに学校は必須
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●資料：「緑が丘西地区に中学校用地が掲載されている資料」
※２００７年（平成１９年）１月に独立行政法人都市再生機構千葉中部開発事務所による、八千代都市計画事業西八千代北部特定土地区画整理事業の
　土地利用計画変更に係る関係各課説明が行われた際に配付された資料


